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要約
　本研究の目的は、化学放射線同時併用療法（concurrent chemo radiotherapy：以下 CCRT）を受けている頭頸部がん患者が、
口内炎出現前と出現後において、口腔ケアに対してどのような認識をもっているのかを明らかにすることである。
調査期間は、2012 年 5 月～ 10 月。研究参加者は、頭頸部領域がん患者 10 名である。インタビューガイドに基づき半構成
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Grade評価は、Common Terminology Criteria for 
Adverse Events (CTCAE) v4.0 日本語訳 JCOG版の口腔粘
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